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　岡本浩二さん（基生研）のmitophagyの話の後，
Walter Neupert (Universität München)は，ミトコン
ドリア内膜膜透過装置TIM23複合体の話をした．内膜
にアンカーしている必須タンパク質Tim50は，チャネルタ
ンパク質Tim23の膜間部ドメインと相互作用するが，こ
の相互作用を欠損する変異をTim23に導入するとマトリ
クスへのタンパク質輸送に阻害が見られ，Tim23の外
膜との相互作用もみられなくなることがわかった．したがっ
て，Tim50とTim23との相互作用は，Tim23複合体
の状態や機能に重要
であると考えられる．ま
たTim50はTIM23複
合体に依存して輸送さ
れる全ての基質タンパ
ク質と架橋される．こ
の架橋反応は，基質
タンパク質が外膜膜
透過装置から出てきた
直後に起こる．しかし，
Tim23-Tim50相互作用がみられないTim23変異型ミ
トコンドリアでは架橋産物が見られなかった．したがって，
Tim50は早いステップで輸送タンパク質と相互作用する
が，その相互作用はTim23に依存することがわかった．さ
らに，Tim50を膜間部に正しく局在化させることができれ
ば，膜貫通ドメインを欠失した可溶性の状態でも機能す
るという，非常に興味深いことがわかった．最近，Tim23
複合体の新しいサブユニットも次 と々同定されており，タ

ンパク質がどのようにしてミトコンドリア内部へと輸送され
るのか，その仕組みがかなり解明されてきているように感
じた．
　このような有意義なシンポジウムは，知識を得るだけで
なく新しい実験系などのインスピレーションも与えてくれる．
ただ，話の最中でも自分の研究に活かすことなどを考え
込んでしまい，ときに重要なことを聞き落としまうこともある
けれど・・・．シンポジウム後の懇親会も盛り上がり，遠
藤先生や遠藤研の方々に感謝です．
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「リアル」蛋白質社会　その２：シャペロニンの「輪」

沖縄班会議の写真
はラボのN君に

大部分撮ってもらった．
帰ってきて，写真一覧
を見ていると「何だこ
れは？」と最初思ったの
が以下の写真．輪にな
っていて７人いるな，・・・
と少し間があって，シャ
ペロニンGroELのつも
りということが理解で
きた．ということで，第
１号の人間フォールディングの続編をお届けしたい．
　GroELは７つのサブユニットからなるリング構造で，写真はリ
ングの内部から上部を覗くという視点だ．各サブユニットは腰が
曲がっている状態からATPがあると起き上がるというわけであ

る．ただ，写真では腰
の折れ具合がイマイチ
なのと，起き上がりも
バラバラで「正の協同
性」が実現されていな
い・・・（GroESが無い
から？）．
　ちなみに７人は一番
上から時計回りに，丹
羽，横川，野島，寿野，
鮫島，北村，飯塚であ
る．みなシャペロニンを

研究している（一人を除く）のでまさに「シャペロニンの輪」．　そ
れにしても，リング内に入った基質タンパク質はすんなり外に脱
出できるのか気になる視点である．
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懇親会のようす


